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大
安
寺
資
財
帳
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

松

田

和

晃

大安寺資財帳の成立に関する一考察

　
天
平
十
九
年
二
月
十
一
日
付
で
僧
綱
所
へ
提
出
さ
れ
た
『
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
は
、
法
隆
・
大
安
・
元
興
寺
の
も
の
が
伝
存
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
が
、
就
中
大
安
寺
帳
は
．
そ
の
書
写
年
代
が
他
の
二
帳
に
比
し
て
最
も
古
い
と
さ
れ
、
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、

同
帳
の
記
述
内
容
に
は
必
ず
し
も
正
確
で
な
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
作
成
当
初
の
姿
を
忠
実
に
留
め
て
い
る

か
否
か
に
つ
い
て
．
従
来
よ
り
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
来
た
．
本
稿
は
、
同
帳
に
使
用
さ
れ
た
語
句
の
用
法
の
分
類
か
ら
、
当
該
史
料
の
成

立
過
程
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
大
安
寺
帳
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
同
寺
の
創
建
と
発
展
経
緯
の
研
究
を
通
じ
て
多
く
の
検
討
が
な
さ
れ
、
そ
の
縁
起
部
分
・
資
財

記
と
も
に
誤
謬
・
脱
落
や
潤
色
等
の
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
本
そ
の
も
の
の
真
偽
に
つ
い
て
は
、
水
野
柳
太
郎
氏
が
、
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（
2
）

　
正
暦
寺
本
の
紙
面
に
は
、
巻
主
か
ら
三
綱
の
署
名
ま
で
、
大
安
寺
印
が
あ
る
が
、
巻
末
の
僧
綱
で
記
入
し
た
部
分
に
は
僧
綱
之
印
が
な
い
か
ら
、
書
写

　
年
代
は
判
ら
な
い
が
、
八
世
紀
の
原
本
で
は
な
く
、
そ
れ
以
後
の
写
本
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
し
か
し
、
宝
亀
六
年
淡
海
三
船
の
撰
と
い
う
大
安
寺
碑

　
文
や
、
寛
平
七
年
菅
原
道
真
の
撰
と
い
う
大
安
寺
縁
起
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ら
よ
り
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
後
世
の
偽
作
と
は
考
え

　
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。
し
か
し
藪
田
嘉
一
郎
氏
は
、
同
帳
に
付
さ
れ
た
副
状
に
よ
れ
ば
、
縁
起
部
分
の
略
少
を
理
由
と
し
て
加
賀
国
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

へ
の
売
却
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
加
賀
国
主
の
見
た
大
安
寺
縁
起
流
記
資
財
帳
と
今
本
の
そ
れ
と
は
相
違
し
て
い
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
な
か
ろ
う
か
」
と
推
測
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
譲
渡
不
首
尾
を
契
機
と
し
て
寺
僧
が
縁
起
部
分
の
改
窟
と
全
体
の
書
き
直
し
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

「
偽
作
」
を
行
な
っ
た
と
考
え
た
。
こ
れ
に
対
し
伊
野
部
重
一
郎
氏
は
、
大
安
寺
帳
の
縁
起
部
分
は
法
隆
寺
帳
の
当
該
部
分
と
比
し
て
も

簡
単
と
は
言
え
ず
、
「
大
安
寺
に
お
い
て
、
同
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
寧
ろ
穏
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と
し
て
、
同
帳
が
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

平
の
作
で
あ
る
こ
と
を
支
持
し
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
書
風
の
面
か
ら
も
奈
良
時
代
最
末
期
あ
る
い
は
平
安
初
期
の
写
本
と
推
定

（
8
）

す
る
こ
と
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
大
安
寺
帳
の
資
財
記
部
分
中
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
以
上
資
財
等
天
平
十
八
年
本
記
所
定
注
顕
如
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
田
）

の
文
が
あ
り
、
「
本
記
」
な
る
別
史
料
を
利
用
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

ら
れ
た
天
皇
の
称
呼
の
比
較
か
ら
．

水
野
氏
は
、
大
安
寺
帳
の
縁
起
部
分
と
資
財
記
の
中
に
用
い

ま
ず
本
記
は
施
入
に
関
す
る
基
本
の
文
書
や
伝
承
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
統
一
し
よ
う
と
せ
ず
、
原
資
料
の
ま
ま
羅
列
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ
は
天
平
十

四
年
以
後
十
八
年
ま
で
に
成
立
し
て
お
り
、
資
財
帳
は
こ
れ
を
忠
実
に
写
し
た
．
（
中
略
）
こ
れ
に
対
し
て
、
縁
起
と
資
財
帳
の
後
半
は
、
縁
起
資
財

帳
提
出
の
命
令
が
出
て
か
ら
、
大
安
寺
に
あ
っ
た
創
建
移
建
の
記
録
や
伝
承
、
そ
れ
に
不
動
産
の
施
入
文
書
な
ど
を
利
用
し
て
編
纂
さ
れ
、
両
者
の
用
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宇
や
内
容
が
統
一
さ
れ
る
と
共
に
、
収
入
源
で
あ
る
不
動
産
の
確
保
に
都
合
の
よ
い
創
作
や
作
偽
を
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
．

　
提
出
時
に
は
縁
起
と
不
動
産
の
間
に
本
記
に
よ
っ
た
部
分
を
挿
入
し
て
完
成
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

と
い
う
成
立
過
程
の
推
測
を
行
な
い
、
ま
た
藪
田
氏
も
、

（
中
略
）
そ
し
て
、

　
こ
の
寺
に
残
欠
の
、
某
時
代
、
恐
ら
く
は
天
平
時
代
よ
り
平
安
初
期
に
至
る
時
代
の
流
記
資
財
帳
（
複
数
）
が
あ
っ
て
．
こ
れ
を
雑
揉
増
剛
し
て
、
一

　
篇
完
全
の
天
平
十
九
年
「
帳
」
を
作
偽
し
た
も
の
か
。

　
と
し
て
、
「
偽
作
」
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
見
解
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
．
大
安
寺
帳
伝
本
が
複
数
の
史
料
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

性
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
．
こ
の
よ
う
に
．
総
合
資
財
管
理
台
帳
の
編
成
に
あ
た
っ
て
、
既
存
の
目
録
類
等
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
、
新
規
に
作
成
し
た
台
帳
が
通
覧
に
耐
え
得
る
よ
う
、
用
字
・
用
語
や
内
容
を
統
一
し
て
体
裁
を
整
え
る
と
い
う

努
力
を
払
う
こ
と
が
普
通
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
一
貫
性
に
お
け
る
齪
齪
を
大
安
寺
帳
の
縁
起
部
分
と
資
財
記
の
間
に
見
出
し
た
水
野
氏

の
論
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二

　
さ
て
、
用
語
の
統
一
と
い
う
観
点
か
ら
改
め
て
大
安
寺
帳
を
検
討
す
る
と
、
資
財
記
内
に
も
前
述
の
よ
う
な
一
貫
性
を
否
定
す
る
用
例

の
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
資
財
帳
に
記
載
し
た
寺
院
財
に
は
、
寺
院
財
産
の
基
本
台
帳
と
い
う
性
格
か
ら
、
各
々
の
名
称
の
ほ
か
法
量
や
数
量
を
注
記
す
る
こ
と

が
通
常
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
寺
内
に
お
け
る
当
該
資
財
の
使
用
・
消
費
権
者
（
以
下
、
属
性
と
仮
称
す
る
）
な
ど
も
記
す
こ
と
が
あ
り
、
大
安

寺
帳
を
は
じ
め
と
す
る
天
平
十
九
年
の
流
記
資
財
帳
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
．
た
と
え
ば
法
隆
寺
帳
記
載
の
資
財
に
は
、
阿
弥
陀
・
維
摩
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像
・
衣
・
一
切
通
・
温
室
・
花
知
識
・
観
世
音
菩
薩
・
灌
仏
・
金
剛
・
功
徳
・
四
天
王
・
寺
主
・
寺
掃
・
衆
僧
衣
・
丈
六
・
常
燈
・
食
・

聖
僧
・
知
識
・
通
・
通
三
宝
・
塔
・
仏
・
別
燈
・
法
・
法
蔵
・
木
叉
・
弥
勒
仏
・
薬
師
仏
の
属
性
が
、
ま
た
資
財
記
の
殆
ど
を
欠
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
E
）

る
元
興
寺
帳
に
も
、
通
・
温
室
・
安
居
・
一
切
経
・
燈
の
属
性
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
属
性
を
注
記
す
る
に
際
し
て
は
、
語
尾
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

「
～
分
」
の
一
字
を
付
し
て
属
性
表
記
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
．
と
こ
ろ
が
大
安
寺
帳
の
場
合
、
属
性
の
語
尾
に
付
す
文
字
は
必

ず
し
も
「
～
分
」
の
み
で
な
く
、
「
～
物
」
あ
る
い
は
「
～
分
物
」
と
い
っ
た
三
通
り
の
語
句
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
統
一
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
大
安
寺
帳
の
資
財
記
部
分
に
お
け
る
各
資
財
と
そ
の
属
性
表
記
の
関
係
を
表
に
纏
め
て
み
た
。

194

三

　
こ
の
表
中
で
特
に
気
付
く
の
は
、
全
般
的
に
属
性
表
記
に
は
「
～
物
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
中
で
、
「
稲
」
（
9
。
。
①
）
の
項

内
の
全
て
の
属
性
と
、
属
性
「
塔
」
（
。
旨
㌍
。
這
9
8
8
堕
。
8
ρ
。
ω
§
「
木
叉
」
（
。
昂
ρ
9
蜀
8
揖
8
刈
。
。
）
「
功
徳
」
（
〇
一
舞
。
這
9

・
る
。

。
一
8
辱
8
爵
宝
緯
）
「
悲
田
」
（
9
β
e
鐸
8
β
8
8
｝
0
8
S
8
β
8
鮮
8
＄
O
鱒
8
「
衣
田
」
（
O
一
ω
ρ
。
8
ρ
8
8
も
8
8

8
8
）
に
は
、
「
～
分
」
と
「
～
分
物
」
の
み
が
見
ら
れ
、
「
～
物
」
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
大
安
寺
帳
に
は
「
銀

銭
」
（
。
一
ト
。
。
）
と
「
銭
」
（
。
一
ト
。
刈
）
と
い
う
二
種
類
の
貨
幣
の
項
が
あ
る
が
、
前
者
に
は
「
～
物
」
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後

者
に
は
「
～
物
」
と
「
～
分
」
が
混
在
し
て
い
る
。

　
な
お
、
前
述
の
よ
う
に
法
隆
・
元
興
両
寺
の
資
財
帳
が
い
ず
れ
も
「
～
分
」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
大
安
寺
帳
中
に
三
種
の

語
が
混
在
す
る
の
は
確
か
に
不
自
然
で
あ
る
が
．
必
ず
し
も
天
平
十
九
年
の
流
記
資
財
帳
が
全
て
「
～
分
」
の
み
を
用
い
て
い
た
と
は
断

定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
天
平
十
九
年
帳
の
作
成
・
提
出
命
令
は
、
多
数
の
大
寺
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ



大安寺資財帳の成立に関する一考察
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像
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記 像

） 属
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法
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多
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仏
法
修
三

●
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●

●
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●

●
●

律
摂

● 別

○ 浬

○ 華
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●

●
●

●

孟
菩
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●
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（
1
4
）る

の
で
、
法
隆
・
元
興
寺
の
例
の
み
を
も
っ
て
天
平
十
九
年
帳
の
体
裁
上
の
規
則
を
推
定
し
一
般
化
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
加
え
て
．

や
や
時
代
は
降
る
が
、
貞
観
九
年
の
『
安
祥
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
』
に
記
さ
れ
た
資
財
管
理
に
関
す
る
誠
文
に
は
、
「
宝
印
経
」
「
罪
福
決

疑
経
」
「
四
分
律
」
「
毘
奈
耶
論
」
「
五
分
律
」
「
観
仏
三
昧
経
」
「
宝
梁
経
」
「
方
等
経
」
「
薩
遮
尼
乾
子
経
」
「
大
集
経
」
「
浬
繋
経
」
「
救
護

衆
生
病
疾
経
」
を
引
用
し
つ
つ
、
「
仏
法
二
物
」
「
塔
物
」
「
僧
物
」
「
三
宝
物
」
「
僧
祇
物
」
「
常
住
現
前
僧
物
」
な
ど
の
互
用
・
盗
用
や
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

外
持
出
を
禁
止
し
た
箇
所
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
経
典
類
は
「
物
」
の
語
を
も
っ
て
当
該
資
財
の
所
属
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
～
分
」
「
～
物
」
の
い
ず
れ
が
使
用
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
同
一
帳
内
に
一
貫
し
て
い
る
限
り
体
裁
上
差
し
支
え
は
な
い
と

思
わ
れ
、
大
安
寺
帳
に
お
け
る
問
題
は
、
こ
う
し
た
属
性
表
記
の
統
一
が
と
ら
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
大
安
寺
帳
中
の
用
語
不
統
一
の
原
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
参
考
と
な
る
の
は
、
前
掲
の
水
野
・
藪
田
両
氏
の
論
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
同
帳
の
作
成
に
あ
た
っ
て
．
「
原
資
料
の
ま
ま
羅
列
し
て
あ
っ
た
」
本
記
と
い
う
史
料
が
資
財
帳
中
に
「
忠
実
に
書
写
」
さ

　
（
17
）

れ
た
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
羅
列
資
料
相
互
間
に
用
語
の
不
統
一
が
存
在
す
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
、
「
～
分
」
や
「
～

物
」
と
い
う
属
性
表
記
の
場
合
、
資
財
の
固
有
名
称
や
法
量
・
数
量
な
ど
と
異
な
っ
て
、
資
財
記
全
体
を
通
じ
て
使
用
さ
れ
る
語
で
あ
る

だ
け
に
、
資
財
帳
の
作
成
過
程
で
自
然
に
統
一
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
大
ぎ
い
。
し
か
も
、
提
出
さ
れ
た
資
財
帳
の
記
載
内
容
に
対
し

て
政
府
が
大
い
な
る
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
は
、
当
然
各
寺
と
も
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
い
か
に
も
不
体
裁
な
ま
ま
で
提
出
す

る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
同
一
資
財
帳
内
に
三
種
の
属
性
表
記
方
法
が
表
れ
う
る
場
合
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

て
考
え
る
と
、
偽
作
か
否
か
の
議
論
は
別
と
し
て
、
藪
田
氏
の
複
数
の
資
財
帳
よ
り
再
編
成
し
た
と
い
う
説
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

資
財
帳
の
作
成
に
際
し
て
、
以
前
に
作
成
さ
れ
た
複
数
の
資
財
帳
を
参
照
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
底
本
と
な
っ
た
資
財
帳
は
各
々
一
貫
し

た
体
裁
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
全
て
の
底
本
が
同
一
体
裁
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
引
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
異
な
る

底
本
の
体
裁
を
反
映
し
た
も
の
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
る
．
す
な
わ
ち
、
大
安
寺
帳
に
お
け
る
「
～
分
」
「
～
分
物
」
「
～
物
」
と
い
う
三

種
の
属
性
表
記
の
存
在
は
、
同
帳
伝
本
が
少
な
く
と
も
二
な
い
し
三
種
の
資
財
帳
あ
る
い
は
資
財
帳
様
の
も
の
を
参
考
に
し
て
作
成
さ
れ
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た
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
資
財
帳
の
定
期
的
作
成
・
提
出
が
開
始
さ
れ
て
各
寺
に
数
種
の
資
財
帳
が
保
存
さ
れ
う
る
状
況
に
な
っ
た
の
は
天
平
宝
字
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

年
以
後
の
こ
と
で
、
天
平
十
九
年
当
時
の
資
財
帳
提
出
は
あ
く
ま
で
臨
時
処
分
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
平
城
京
移
転
後
の
創
草
期
に

あ
る
大
安
寺
が
、
既
に
数
度
の
資
財
帳
を
作
成
し
て
い
た
と
も
考
え
に
く
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
天
平
十
九
年
の
大
安
寺
帳
に
過

去
の
資
財
帳
が
引
用
さ
れ
た
と
す
る
の
は
、
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
し
か
し
，
本
稿
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
同
帳
は
「
奈

良
時
代
最
末
期
あ
る
い
は
平
安
初
期
の
写
本
」
と
さ
れ
て
お
り
、
作
成
当
初
の
原
本
と
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
写
本
作
成
時
ま
で
に
、
他

の
資
財
帳
等
を
用
い
て
何
等
か
の
記
事
の
追
加
や
再
編
成
が
な
さ
れ
た
と
推
定
す
れ
ば
、
一
応
の
解
決
を
み
る
こ
と
は
出
来
よ
う
．
そ
こ

で
次
に
、
資
財
の
属
性
表
記
に
関
し
て
不
統
一
の
目
立
つ
部
分
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
大
安
寺
帳
中
で
、
「
～
分
」
と
「
～
分
物
」
の
み
が
見
ら
れ
る
項
目
や
属
性
の
う
ち
、
「
塔
」
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
こ
の
属
性
「
塔

分
」
お
よ
び
「
塔
分
物
」
の
表
記
が
あ
る
資
財
は
、

大安寺資財帳の成立に関する一考察

塔
分

塔
分
物

の
み
で
．

中
に
見
ら
れ
な
い
の
で
、

の
建
立
計
画
は
、

大
路
を
隔
て
た
左
京
七
条
四
坊
の
地
へ
と
移
さ
れ
て
い
る
の
で
、

　
銭
一
貫
七
百
五
十
九
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〇
一
器
）

　
巾
一
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

古
帳
長
布
壱
栢
捌
拾
玖
端
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

　
交
易
緬
二
匹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〇
一
〇
〇
）

）

そ
の
種
類
・
数
量
と
も
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
資
財
の
所
属
元
で
あ
る
べ
き
「
塔
」
は
同
帳
の
伽
藍
建
築
の
項
目

　
　
（
2
0
）

　
　
　
　
　
　
使
用
・
消
費
権
の
主
体
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
．
し
か
し
、
平
城
京
に
お
け
る
大
安
寺

　
　
　
途
中
か
ら
道
慈
が
参
画
し
た
こ
と
に
よ
り
大
幅
に
変
更
さ
れ
、
特
に
東
西
両
塔
の
位
置
は
、
当
初
の
回
廊
内
か
ら
六
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
堂
一
郭
よ
り
完
成
も
遅
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
、
資
財
帳
の
記
載
の
よ
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う
に
、
天
平
十
九
年
当
時
ま
だ
塔
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
続
日
本
紀
』
に
は
天
平
神
護
二
年
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勿
）

月
に
大
安
寺
東
塔
に
落
雷
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
の
で
、
同
年
ま
で
に
東
塔
が
完
成
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
太
田
博
太

郎
氏
は
「
神
護
景
雲
元
年
三
月
九
日
に
は
．
天
皇
の
行
幸
が
あ
り
、
造
寺
大
工
軽
間
連
鳥
麻
呂
叙
位
の
こ
と
が
あ
る
。
他
寺
の
例
か
ら
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

て
、
重
要
な
建
物
の
完
成
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
、
塔
院
の
竣
工
に
当
っ
て
の
行
幸
で
あ
ろ
う
。
」
と
し
て
、
塔
院
の
完
成
を
神
護
景
雲
元

年
と
し
て
お
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
未
完
成
の
「
塔
」
に
所
属
す
る
よ
う
な
資
財
の
存
在
は
、
同
帳
の
記
述
と
し
て
相
応
し
く
な
い
よ

　
　
　
　
　
（
2
3
）

う
に
思
わ
れ
る
。

　
次
に
「
銭
」
お
よ
び
「
銀
銭
」
の
項
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
掲
表
中
に
示
し
た
よ
う
に
前
者
は
「
～
分
」
「
～
物
」
の
両
方
が
混
在
し

て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
「
～
物
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
同
帳
中
で
「
～
物
」
の
み
を
使
用
し
た
項
目
は
別
段
珍
し
く
な
い
も
の
の
、

こ
の
「
銀
銭
」
の
項
に
は
、

　
合
銀
銭
壱
肝
伍
拾
参
文
蔀
勲
似
栢
凱
対
六
厳
天
虻
榊
就
対
二
轍
齢
物
百
升
八
文
　
　
（
O
冨
O
）

と
あ
っ
て
、
「
古
」
銀
銭
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
利
光
三
津
夫
氏
は
こ
の
九
十
二
文
の
「
古
」
銭
に
つ
い
て
、
『
続
日
本
紀
』
和
銅
二
年
正

　
　
　
　
（
塞
）

月
壬
午
条
に
、

　
詔
，
国
家
為
政
、
兼
済
居
先
、
去
虚
就
実
、
其
理
然
臭
、
向
者
頒
銀
銭
、
以
代
前
銀
、
（
下
略
）

と
あ
る
「
前
銀
」
と
同
じ
も
の
と
考
え
、
さ
ら
に
こ
の
銭
が
西
大
寺
よ
り
出
土
し
た
こ
と
の
あ
る
「
□
質
行
□
」
の
銭
文
を
持
つ
銀
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

（
利
光
氏
は
そ
の
銭
文
を
「
商
賞
行
布
」
と
推
定
し
て
い
る
）
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
当
時
の

現
行
通
貨
以
前
の
古
銭
を
含
ん
で
い
る
「
銀
銭
」
の
項
の
属
性
が
全
て
「
～
物
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
．
「
銭
」
す
な
わ
ち
和

銅
銅
銭
の
項
が
「
～
物
」
と
「
～
分
」
を
併
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
～
物
」
の
表
記
を
と
る
も
の
の
方
が
「
～
分
」
よ
り
古
い
こ
と
を
考
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え
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
「
稲
」
の
項
を
み
る
と
、
大
安
寺
帳
に
は
通
分
・
僧
分
・
功
徳
分
・
孟
蘭
盆
分
・
温
室
分
を
合
せ
て
二
一
二
万
一
六
〇
六
束
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

把
三
分
半
の
稲
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
横
田
健
一
氏
が
「
比
較
を
絶
し
て
大
き
い
量
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
莫
大
な
数
量
で
あ
る
。

横
田
氏
は
、
大
安
寺
の
水
田
と
封
戸
の
量
か
ら
そ
の
年
間
収
入
を
算
出
し
、
こ
れ
ら
の
稲
が
長
年
の
蓄
積
と
私
出
挙
に
よ
っ
て
利
潤
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

殖
を
図
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
七
〇
万
束
弱
が
毎
年
未
納
で
あ
る
こ
と
は
、
稲
の
蓄
積
に
要
し
た

期
間
が
天
平
十
九
年
ま
で
よ
り
更
に
長
期
に
わ
た
っ
て
い
た
可
能
性
す
ら
窺
わ
せ
る
。

　
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
属
性
表
記
の
関
係
を
考
察
し
う
る
よ
う
な
内
容
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
前
述
の
点
か
ら
考
え

る
と
、
大
安
寺
帳
伝
本
の
編
成
に
あ
た
っ
て
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
複
数
の
資
料
の
う
ち
、
属
性
表
記
に
「
～
物
」
を
用
い
て
い
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

の
方
が
「
～
分
」
を
使
用
し
た
も
の
よ
り
成
立
の
古
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

大安寺資財帳の成立に関する一考察

　
以
上
、
大
安
寺
資
財
帳
の
資
財
記
部
分
に
つ
い
て
、
個
々
の
資
財
の
属
性
を
表
示
す
る
語
に
三
種
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
が
各

各
の
出
典
の
体
裁
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
そ
の
前
後
関
係
を
探
っ
て
来
た
が
、
こ
の
他
に
も
同
帳
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

に
は
総
計
の
合
致
し
な
い
よ
う
な
項
目
が
散
見
す
る
こ
と
か
ら
、
同
帳
伝
本
の
編
成
時
に
は
．
主
た
る
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の

（
属
性
表
記
に
「
～
物
」
を
使
用
し
た
も
の
か
）
に
既
に
欠
損
箇
所
の
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
伝
本
は
、
こ
う
し
た
欠
損

を
補
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
他
の
数
種
の
資
財
帳
様
の
資
料
を
使
用
し
つ
つ
加
筆
・
重
紗
を
行
な
っ
て
成
立
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

前
述
の
「
塔
分
」
お
よ
び
「
塔
分
物
」
の
記
事
か
ら
、
そ
れ
ら
の
資
料
が
大
安
寺
塔
院
の
完
成
後
、
す
な
わ
ち
神
護
景
雲
元
年
以
降
に
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
い
う
る
が
．
こ
れ
は
諸
国
定
額
寺
の
資
財
帳
の
毎
年
進
官
が
天
平
宝
字
八
年
に
開
始
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
大
安
寺
帳
伝
本
の
書
写
年
代
も
神
護
景
雲
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
本
稿
冒
頭
に
述
べ
た
通
説

と
さ
ほ
ど
異
な
ら
な
い
結
論
に
至
る
の
で
あ
る
。
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（
1
）
　
法
隆
寺
帳
は
寛
政
七
年
五
月
書
写
の
奥
書
を
持
つ
法
隆
寺
蔵
の
折
本
（
明
治
二
十
一
年
に
巻
子
本
を
改
装
）
が
、
ま
た
元
興
寺
帳
は
醍
醐
寺
本

　
『
諸
寺
縁
起
集
』
収
載
の
節
略
本
が
最
も
古
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
．
石
上
英
一
氏
「
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
諸
写
本
の
伝
来
」
（
『
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
報
』
一
〇
）
、
鈴
木
学
術
財
団
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
解
題
、
藤
田
経
世
氏
『
校
刊
美
術
史
料
』
寺
院
篇
な
ど
参
照
．

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

　
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

綱
紀
の
親
筆
箱
書
の
あ
る

　
び
や
す
い
書
物
を
、

展
』

　
ち
，

　
あ
る
い
は
前
掲
の
藪
田
氏
の
説
を
と
る
と
し
て
も
、

　
ベ
シ
」

　
い
こ
と
で
は
あ
る
が

現
在
は
文
化
庁
が
所
蔵
し
て
い
る
。

水
野
柳
太
郎
氏
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
に
つ
い
て
」
（
『
南
都
仏
教
』
三
）
．

こ
の
副
状
は
『
寧
楽
遺
文
』
解
説
お
よ
び
『
大
目
本
仏
教
全
書
』
寺
誌
叢
書
二
に
翻
刻
が
あ
る
の
で
、
前
者
に
よ
っ
て
左
に
掲
げ
て
お
く
。

抑
資
財
帳
濫
蕩
者
、
和
州
南
都
大
安
寺
之
記
録
、
而
則
縁
起
流
記
資
財
帳
者
題
号
也
、
当
初
此
古
寺
零
落
後
、
金
堂
一
宇
不
思
議
残
也
、
天
正

頃
在
之
、
至
延
享
乙
丑
凡
及
百
七
十
余
歳
也
、
惜
哉
是
亦
崩
倒
退
転
、
愚
師
常
語
昔
有
様
、
相
伝
余
也
、
今
綾
礎
跡
耳
也
、
霊
宝
霊
仏
資
財
等
、

同
寺
僧
坊
今
之
海
竜
王
寺
納
之
、
令
秘
蔵
宝
物
数
多
難
有
之
、
過
半
分
失
見
突
、
然
所
此
資
財
一
軸
、
今
既
歴
然
在
当
山
、
所
以
者
、
元
来
蓮

花
院
信
恵
阿
閣
梨
者
、
是
則
大
安
寺
邑
出
生
人
也
、
其
先
祖
累
代
八
幡
宮
従
神
職
、
此
一
軸
伝
来
干
家
、
難
然
末
世
有
誰
不
知
貴
書
、
職
家
所

櫓
端
古
箱
、
或
信
恵
往
父
家
、
採
之
奉
拝
見
件
一
軸
也
、
在
家
憧
分
失
、
令
懇
望
所
持
而
帰
寺
、
為
重
宝
、
然
豚
后
同
院
住
持
展
転
、
而
享
保

年
中
、
奉
寄
付
伽
藍
也
、
従
爾
以
来
為
公
物
至
宝
也
、
又
前
方
加
賀
国
主
風
聞
、
有
求
之
旨
、
洛
陽
今
出
川
樫
木
町
、
有
同
家
人
菅
心
清
云
人
．

以
是
取
次
下
子
国
．
加
州
太
主
一
覧
終
、
謂
此
巻
難
至
貴
珍
書
也
、
資
財
録
耳
、
而
縁
起
略
少
也
、
絶
望
返
弁
之
、
思
是
幸
哉
、
少
之
一
軸
留

此
山
而
永
為
伽
藍
宝
財
、
誠
有
所
以
乎
、
傍
由
緒
粗
任
伝
語
書
之
、
為
後
代
寄
付
畢
、
必
至
後
々
不
可
麓
末
、
可
秘
蔵
可
貴
而
巳
、
時
延
享
第

弐
乙
丑
季
晩
夏
穀
旦
、

右
従
当
役
所
依
所
望
．
綴
此
一
紙
．
相
添
資
財
帳
．
奉
納
宝
蔵
者
也
、
　
　
　
安
楽
院
沙
門
真
宥
謹
言

な
お
、
加
賀
国
主
の
見
た
大
安
寺
帳
と
今
本
の
そ
れ
が
相
違
し
て
い
た
と
す
る
藪
田
氏
の
説
は
、
同
帳
偽
作
説
と
分
離
し
て
改
め
て
考
え
て
み

　
　
　
　
　
　
伝
本
の
縁
起
部
分
が
「
略
少
」
の
一
語
な
ど
で
片
付
け
難
い
こ
と
は
伊
野
部
氏
も
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
加
え
て
、
前
田

　
　
　
　
　
　
　
　
『
仁
和
寺
御
室
御
物
実
録
』
（
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
）
の
内
容
が
全
く
資
財
記
の
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
前
田
家
の
蒐
集
が
「
滅

　
　
　
　
　
　
で
き
る
だ
け
網
羅
的
に
収
集
し
て
、
天
下
後
世
の
た
め
に
保
存
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
」
（
石
川
県
立
美
術
館
『
前
田
綱
紀

図
録
二
一
〇
頁
）
こ
と
を
み
れ
ば
、
必
ず
し
も
大
安
寺
帳
伝
本
が
そ
の
副
状
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。
す
な
わ

副
状
の
「
略
少
」
を
買
入
拒
否
の
た
め
の
口
実
と
捉
え
て
前
田
家
の
書
物
奉
行
や
当
主
の
選
択
眼
に
適
わ
な
か
っ
た
理
由
を
別
に
求
め
る
か
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
「
加
賀
ノ
人
、
重
価
ヲ
略
ハ
シ
メ
テ
、
金
沢
本
三
櫃
ヲ
寺
僧
ヨ
リ
購
行
キ
タ
リ
ト
．
惜
ム

　
（
『
右
文
故
事
』
）
と
評
さ
れ
た
よ
う
な
集
書
活
動
に
，
正
暦
寺
の
僧
侶
が
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
の
か
，
い
ず
れ
も
所
詮
憶
測
の
域
を
出
な

　
　
　
　
　
　
、
副
状
内
容
の
不
自
然
さ
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
み
る
こ
と
も
無
意
味
で
は
な
か
ろ
う
．
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（
6
）
　
藪
田
嘉
一
郎
氏
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
に
関
す
る
疑
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
五
ー
四
）
．

（
7
）
　
伊
野
部
重
一
郎
氏
「
大
安
寺
の
草
創
」
（
『
日
本
上
古
史
研
究
』
三
ー
一
一
）
．

（
8
）
　
奈
良
国
立
博
物
館
『
特
別
陳
列
　
資
財
帳
』
図
録
。

（
9
）
　
本
稿
所
引
の
大
安
寺
帳
原
文
や
資
財
名
・
属
性
な
ど
に
付
し
た
洋
数
字
は
、
当
該
箇
所
の
位
置
を
原
本
の
巻
首
よ
り
数
え
た
行
数
で
示
し
た
も

　
の
で
あ
る
．
な
お
大
安
寺
帳
の
行
数
付
翻
刻
を
、
拙
稿
「
資
財
帳
索
引
稿
②
　
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
（
『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
七
1

　
ご
に
掲
載
し
た
の
で
、
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
索
引
は
、
当
該
索
引
語
が
含
ま
れ
る
箇
所
の
全
て
を
検
索
し
そ
の
ま
ま

掲
出
し
て
い
る
の
で
．
例
え
ば
「
温
室
分
物
」
の
語
の
所
在
は
「
温
室
分
」
の
項
に
も
重
複
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

（
1
0
）
　
水
野
氏
前
掲
論
文
。

（
1
1
）
　
藪
田
氏
『
続
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
に
関
す
る
疑
」
』
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
七
i
九
）
。

（
1
2
）
　
竹
内
理
三
氏
は
、
こ
う
し
た
寺
院
財
を
使
用
財
と
消
費
財
に
大
別
し
、
大
体
に
お
い
て
仏
物
・
法
物
・
僧
物
・
通
物
が
前
者
に
あ
た
る
と
し
て

　
い
る
（
『
奈
良
朝
時
代
に
於
け
る
寺
院
経
済
の
研
究
』
二
七
〇
頁
）
．

（
1
3
）
　
拙
稿
「
資
財
帳
索
引
稿
①
　
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
（
『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
六
－
一
）
参
照
．

（
1
4
）
　
拙
稿
「
奈
良
朝
に
お
け
る
資
財
帳
の
制
に
つ
い
て
」
（
瀧
川
政
次
郎
博
士
米
寿
記
念
論
集
『
律
令
制
の
諸
問
題
』
所
収
）
。

（
1
5
）
　
な
お
、
こ
れ
ら
の
誠
文
は
道
世
の
『
諸
経
要
集
』
に
出
典
を
求
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「
安
祥
寺
資
財
帳
に
つ
い
て
」
（
『
目
本
歴
史
』

　
四
四
九
）
、
同
「
諸
経
要
集
と
法
苑
珠
林
」
（
『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
二
－
三
）
。

（
お
）
　
竹
内
氏
も
「
大
体
に
於
い
て
使
用
財
は
、
仏
物
・
法
物
・
僧
物
及
び
通
物
と
に
分
け
ら
れ
て
ゐ
る
．
」
と
し
て
．
『
釈
氏
要
覧
』
に
「
仏
物
」
「
法

　
物
」
「
僧
物
」
の
定
義
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
同
氏
前
掲
書
二
七
〇
頁
）
．

（
1
7
）
　
水
野
氏
前
掲
論
文
。

（
1
8
）
　
藪
田
氏
前
掲
注
（
1
1
）
論
文
．

（
1
9
）
　
延
暦
十
七
年
正
月
廿
日
付
の
太
政
官
符
「
応
停
定
額
寺
資
財
帳
進
官
事
」
（
『
類
聚
三
代
格
』
巻
三
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
以
前
に
既
に
定
額
寺
資

　
財
帳
の
毎
年
進
官
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
う
る
が
、
毎
年
進
官
制
の
開
始
に
つ
い
て
直
接
指
示
し
た
格
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
．
た
だ
、

　
天
平
宝
字
八
年
十
一
月
十
一
日
付
官
符
「
応
勤
造
国
分
寺
井
禁
犯
用
寺
物
事
」
（
q
類
聚
三
代
格
』
巻
…
は
諸
国
国
分
寺
の
造
立
物
や
消
費
物
を
勘

　
録
し
て
毎
年
上
申
す
べ
く
命
じ
て
い
る
の
で
、
こ
の
格
に
よ
っ
て
定
額
寺
資
財
帳
も
毎
年
進
官
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
．
拙
稿
注
（
M
）
論
文

　
参
照
．

（
2
0
）
　
大
安
寺
帳
に
記
さ
れ
た
堂
舎
は
、
仏
門
二
・
僧
門
七
・
金
堂
一
・
講
堂
｝
・
食
堂
一
・
経
楼
一
・
鍾
楼
一
・
廊
一
・
食
堂
前
鷹
廊
・
通
左
右
鷹
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廊
六
・
僧
房
十
三
・
井
屋
二
・
宿
直
屋
六
・
温
室
院
室
三
・
禅
院
舎
八
・
太
衆
院
屋
六
・
政
所
院
三
・
倉
二
十
四
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
塔
院
以
外

　
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
21
）
　
『
続
日
本
紀
』
巻
二
十
七
、
天
平
神
護
二
年
十
二
月
己
酉
条
に
「
震
大
安
寺
東
塔
」
と
あ
る
。

（
2
2
）
　
太
田
博
太
郎
氏
『
南
都
七
大
寺
の
歴
史
と
年
表
』
八
四
頁
．

（
23
）
　
大
安
寺
帳
縁
起
部
分
・
『
日
本
書
紀
』
・
発
掘
結
果
等
に
よ
れ
ば
、
大
安
寺
の
前
身
で
あ
る
百
済
大
寺
や
大
官
大
寺
（
高
市
大
寺
）
に
は
い
ず
れ

も
塔
の
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
遺
財
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。

パ　　ハ　　ハ　　ハ　　ハ　　パ
29　28　27　26　25　24
）　　）　　）　　）　　）　　）

　
に
か
か
る
も
の
に
多
く
存
在
す
る
よ
う
な
の
で
、

（
3
0
）処

処
庄
拾
陸
処

加
算
す
る
と
十
七
処
に
な
る
．

『
続
日
本
紀
』
巻
四
。

利
光
三
津
夫
氏
『
古
貨
幣
夜
話
』
一
一
頁
．

横
田
健
一
氏
「
大
安
寺
の
経
済
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
〇
）
。

ち
な
み
に
法
隆
寺
帳
に
記
さ
れ
た
稲
は
一
一
万
一
五
四
束
三
把
で
、
大
安
寺
帳
に
遠
く
及
ば
な
い
。

毎
年
未
納
は
各
分
を
通
算
し
て
六
九
万
七
八
〇
三
把
四
分
半
に
な
る
．

「
～
分
物
」
に
つ
い
て
は
分
ら
な
い
。
語
感
か
ら
L
て
「
～
分
」
「
～
物
」
よ
り
遅
れ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
と
も
思
え
る
が
、
属
性
が
「
温
室
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
．

た
と
え
ぱ
、
「
合
仏
像
玖
具
（
壱
拾
漆
躯
丈
六
即
像
試
具
）
」
（
8
額
）
に
含
ま
れ
る
仏
像
類
を
合
計
し
て
も
こ
の
数
に
は
合
致
し
な
い
し
．
「
合

　
　
　
　
　
庄
庄
倉
合
廿
六
口
　
屋
藩
四
口
」
（
竃
謡
）
も
、
そ
の
内
訳
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
大
倭
・
山
背
・
摂
津
・
近
江
・
伊
賀
の
庄
の
数
を
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